
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る

「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性

│
│「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
社
会
的
孤
立
へ
の
支
援
│
│

ユ
ン
・
ソ
ン
ヨ
ン

（
文
学
研
究
科
社
会
福
祉
学
専
攻
後
期
課
程
）

１
、
日
本
の
「
国
際
化
」
と
「
在
日
外
国
人
」

（
１
）

法
務
省
入
国
管
理
局
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
三
年
度
末
現
在
、
日
本
に
お
け
る
外
国
人
登
録
者
数
は
一
九
一
万
五
千
三
十
人
で
あ
る

（
２
）

と
い
う
。
二
〇
〇
四
年
一
月
現
在
の
「
未
登
録
外
国
人
」（
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
）
数
は
二
一
万
九
千
四
百
人
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

両
方
を
あ
わ
せ
る
と
実
質
的
に
日
本
の
地
域
社
会
の
構
成
員
と
し
て
生
活
を
送
っ
て
い
る
外
国
人
は
約
二
一
三
万
以
上
に
上
る
。
外
国
人
登

録
を
行
っ
た
在
日
外
国
人
の
国
籍
は
無
国
籍
を
除
い
て
一
八
六
ヶ
国
か
ら
で
あ
り
、
様
々
な
文
化
の
背
景
を
も
っ
た
外
国
人
に
よ
っ
て
日
本

社
会
も
多
文
化
社
会
へ
と
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。

特
に
、
国
際
結
婚
（
夫
や
妻
の
ど
ち
ら
か
が
外
国
人
で
あ
る
場
合
）
の
増
加
に
よ
っ
て
、
二
重
以
上
の
文
化
的
背
景
を
持
っ
た
家
族
が
増

え
つ
つ
あ
る
。
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
一
年
度
現
在
夫
・
妻
と
も
日
本
人
の
婚
姻
件
数
は
七
六
〇
、
二
七
二
件
で
、
夫
・
妻
ど
ち
ら
か
一

方
が
外
国
人
の
婚
姻
件
数
は
三
九
、
七
二
七
件
で
、
一
九
六
五
年
に
比
べ
て
日
本
人
の
総
婚
姻
件
数
に
占
め
る
夫
・
妻
ど
ち
ら
か
一
方
が
外
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（
３
）

国
人
の
割
合
は
一
二
・
五
倍
に
増
え
、
特
に
、
妻
が
外
国
人
の
場
合
の
占
め
る
割
合
は
四
〇
倍
の
増
加
と
な
っ
た
。

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

こ
の
よ
う
な
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
国
際
化
」
を
う
け
て
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
社
会
、
行
政
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、

「
在
日
外
国
人
」
の
実
態
や
支
援
に
つ
い
て
の
研
究
が
多
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、「
定
住
化
」
や
家
族
の
「
国
際
化
」

を
通
し
て
保
健
所
、
保
育
所
、
小
学
校
な
ど
日
本
の
地
域
社
会
に
よ
り
接
す
る
場
面
が
多
く
な
っ
て
き
た
「
在
日
外
国
人
」
母
親
が
抱
え
る

問
題
状
況
に
関
し
て
は
、
医
療
、
保
健
分
野
に
お
い
て
は
多
数
の
研
究
業
績
が
あ
る
も
の
の
母
親
よ
り
子
ど
も
の
健
康
や
医
療
に
関
す
る
も

の
が
多
い
。「
異
文
化
接
触
」
の
な
か
で
、
外
国
人
で
あ
る
た
め
、
女
性
で
あ
る
た
め
、
社
会
的
に
孤
立
し
が
ち
な
「
在
日
外
国
人
」
母
親

の
現
状
と
支
援
に
関
し
て
は
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
現
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
だ
け
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
移
民
や
外
国
人
問
題
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
家
族
の
中
で
も
女
性
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
た
る
男
性
に
随
伴
す
る
存
在
と
し

て
、
二
次
的
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
女
性
固
有
の
問
題
に
関
す
る
議
論
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す

（
９
）
る
。李

ら
に
よ
る
と
、「「
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
」
の
乳
児
死
亡
率
、
妊
産
婦
死
亡
率
、
死
産
率
は
、
日
本
人
の
約
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、
母
子
保
健

上
の
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
健
康
水
準
の
改
善
に
は
、
医
療
面
で
の
み
な
ら
ず
生
活
・
社
会
環
境
の
改
善
、
福

（
�
）

祉
面
で
の
援
助
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。」
と
い
う
。「
在
日
外
国
人
」
母
親
に
と
っ
て
「
異
文
化
」
で
の
「
出
産
」
や
「
育
児
」
に
は
想
像

以
上
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
研
究
で
は
、「
在
日
外
国
人
」
の
日
本
へ
の
移
住
の
歴
史
か
ら
「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
背
景
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、「
社

会
的
孤
立
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
現
況
を
把
握
し
、
社
会
福
祉
の
分
野
で
の
「
在
日
外
国
人
」
へ
の
支
援
に
お
け
る

課
題
を
探
る
も
の
と
す
る
。

日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性
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２
、「
在
日
外
国
人
」
の
二
分
類

外
国
人
を
対
象
と
す
る
呼
び
方
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
旧
植
民
地
時
代
か
ら
移
住
し
て
き
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
と
台

湾
人
、
そ
し
て
そ
の
子
孫
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
外
国
人
と
そ
の
家
族
と
い
う
二
分
類
に
よ
る
呼
び
方
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
、「
在
日

外
国
人
」
母
親
が
属
す
る
後
者
の
部
分
に
つ
い
て
概
念
を
整
理
す
る
。

駒
井
は
、
大
日
本
帝
国
の
侵
略
に
よ
っ
て
渡
日
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
韓
国
・
朝
鮮
人
、
中
国
・
台
湾
人
と
、
そ
の
子
孫
で
日
本
で
生

（
�
）

ま
れ
育
っ
た
人
を
「
旧
来
外
国
人
」
と
よ
び
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
旧
来
外
国
人
」
以
外
の
外
国
人
労
働
者
、
日
系
人
、
中
国
人
な
ど
永
住

（
�
）

以
外
の
在
留
資
格
を
持
つ
外
国
人
と
「
未
登
録
外
国
人
」
を
あ
わ
せ
て
「
新
来
外
国
人
」
と
呼
ん
で
い
る
。
梓
澤
は
、「
超
過
滞
在
者
」
と

「
日
系
人
」
を
合
わ
せ
て
「
来
日
外
国
人
」
と
呼
ん
で
お
り
、「
日
系
人
」
は
血
の
つ
な
が
り
は
あ
る
が
、
異
文
化
の
外
国
人
労
働
者
と
し
て

（
�
）

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
。
梓
澤
が
「
来
日
外
国
人
」
と
の
対
比
と
し
て
使
っ
て
い
る
言
葉
と
し
て
、「
在
日
朝
鮮
人
」

（
�
）

が
あ
り
、
駒
井
の
言
う
「
旧
来
外
国
人
」
が
こ
れ
に
当
た
る
。
田
中
は
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
を
「
オ
ー
ル
ド
・
カ
マ
ー
」
と
呼
ぶ
と
す
る

（
�
）

（
�
）

と
、「
新
規
外
国
人
」
つ
ま
り
「
外
来
外
国
人
」
は
「
ニ
ュ
ー
・
カ
マ
ー
」
に
あ
た
る
と
説
明
し
て
い
る
。
奥
田
ら
は
、「
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
」

と
い
う
言
葉
を
細
分
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
後
期
に
来
日
し
た
「
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
」
は
「
ニ
ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
カ
マ
ズ
」
と
い
い
「
ニ
ュ
ー
・

（
�
）

カ
マ
ー
」
と
区
別
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

「
オ
ー
ル
ド
・
カ
マ
ー
」
と
「
ニ
ュ
ー
・
カ
マ
ー
」
と
い
う
分
け
方
は
入
国
の
経
緯
、
入
国
の
時
期
、
日
本
社
会
へ
の
定
着
度
な
ど
に
お

い
て
異
な
る
と
と
も
に
、
支
援
に
お
い
て
も
異
な
る
視
点
に
立
つ
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ピ
ン
カ
ー
の
い
う
ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
移
民
者
に
よ
る
差
別
的
移
民
の
生
成
に
つ
な
が
る
区
別
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。「
新
し
い
諸
国
民
が
一
つ
の
国
民
的
自
己
同
一
性
の
意

識
を
発
見
し
、
あ
る
程
度
の
繁
栄
を
達
成
す
る
に
つ
れ
て
、
彼
ら
は
移
民
規
則
と
関
税
障
壁
に
よ
っ
て
自
己
保
存
の
道
を
求
め
て
い
っ
た
。
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彼
ら
の
選
別
基
準
は
、
貴
重
な
経
済
的
技
能
を
身
に
つ
け
た
者
の
移
入
を
奨
励
し
、
大
き
な
社
会
的
ニ
ー
ド
を
持
つ
人
々
の
入
国
を
削
減
し

た
。
…
中
略
…
も
し
も
戦
争
が
「
他
の
諸
手
段
」
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
る
外
交
の
自
然
な
延
長
で
あ
れ
ば
差
別
的
移
民
と
関
税
諸
政
策
と

（
�
）

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
代
の
福
祉
国
家
が
そ
の
国
民
の
福
利
を
増
進
す
る
た
め
に
継
続
す
る
別
の
諸
手
段
で
あ
る
。」
勿
論
、
日
本
に
お
け

る
「
オ
ー
ル
ド
・
カ
マ
ー
」
た
ち
は
、
選
挙
権
、
被
選
挙
権
を
持
た
な
い
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
言
う
定
着
移
民
者
に
よ
る
新
移
民
の
締
め
出

し
ま
で
に
は
い
か
な
く
と
も
、
自
分
た
ち
の
保
護
の
た
め
に
新
た
な
差
別
を
作
り
出
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、「
オ
ー
ル
ド

・
カ
マ
ー
」
も
「
ニ
ュ
ー
・
カ
マ
ー
」
も
社
会
的
サ
ー
ビ
ス
か
ら
遠
い
存
在
で
あ
る
こ
と
に
お
い
て
は
変
わ
り
が
な
い
こ
と
に
も
注
目
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
大
阪
府
で
行
わ
れ
た
在
日
外
国
人
高
齢
者
（
い
わ
ゆ
る
「
オ
ー
ル
ド
・
カ
マ
ー
」）
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
に
関
す

る
調
査
結
果
で
は
、
在
日
外
国
人
高
齢
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
が
低
く
、
制
度
を
知
ら
な
い
、
知
っ
て
い
て
も
日
本
人
の
制
度
で

（
�
）

あ
っ
て
使
え
る
と
思
わ
な
か
っ
た
と
い
う
回
答
が
あ
る
な
ど
、
日
本
に
定
着
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
「
オ
ー
ル
ド
・
カ
マ
ー
」
に
お
い
て
も

社
会
的
サ
ー
ビ
ス
か
ら
離
れ
や
す
い
こ
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
で
は
、
主
に
「
ニ
ュ
ー
・
カ
マ
ー
」
に
焦
点
を
置
い
て
論
じ
る
こ
と
に
な
る
た
め
、「
オ
ー
ル
ド
・
カ
マ
ー
」
に
は
当
て
は
ま
ら
な

い
部
分
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
オ
ー
ル
ド
・
カ
マ
ー
」
で
あ
る
た
め
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
「
サ
ー
ビ
ス
の
孤
立
」
に
対
す
る
社

会
的
換
気
も
今
後
益
々
必
要
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
、「
来
日
外
国
人
」、「
ニ
ュ
ー
・
カ
マ
ー
」
の
如
く
「
新
来
外
国
人
」
が
「
定
住
化
」
の
過
程
に
あ
り
、
日
本
の
地
域
社
会
に

「
居
住
」
し
、「
生
活
」
を
営
み
、「
現
在
地
で
の
生
活
の
意
味
を
絶
え
ず
問
い
返
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
こ
の
地
域
社
会
に
、
日
本
社
会

（
�
）

（
�
）

に
住
み
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
か
ら
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
民
族
組
織
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
「
在
日
」
と
い
う
言
葉
の
も
つ
「
定

住
性
」「
多
文
化
」
の
真
っ
只
中
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
、「
在
日
外
国
人
」
と
い
う
言
い
方
を
選
ん
で
使
う
こ
と
に
す
る
。

日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性
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３
、「
在
日
外
国
人
」
の
日
本
社
会
へ
の
「
定
住
化
」

盧
「
在
日
外
国
人
」
の
歴
史

「
在
日
外
国
人
」
が
日
本
の
社
会
に
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
世
界
的
経
済
の
グ
ロ
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
日
本
の
受
け
入
れ
体
制

（
�
）

に
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
日
本
に
外
国
人
労
働
者
が
本
格
的
に
流
入
し
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

駒
井
に
よ
る
と
一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
一
九
八
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
流
入
は
四
つ
の
形
態
に
分
か
れ
る
と
い
う
。
漓

ま
ず
は
、
風
俗
関
連
産
業
に
従
事
す
る
ア
ジ
ア
系
女
性
の
外
国
人
労
働
者
で
あ
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
女
性
を
は
じ
め
と
し
て
韓
国
、
台
湾
、
タ

イ
人
女
性
で
「
興
行
」
の
在
留
資
格
が
多
い
、
滷
二
つ
目
は
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
世
界
的
対
応
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
ベ
ト
ナ

ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
か
ら
の
イ
ン
ド
シ
ナ
難
民
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
以
後
は
実
質
的
に
終
息
し
た
と
い
う
、
澆
三
つ
目
は
、
中
国

（
�
）

か
ら
の
帰
国
者
二
世
、
三
世
で
あ
る
、
潺
四
つ
目
は
、
欧
米
系
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
あ
る
。

第
二
期
の
「
在
日
外
国
人
」
流
入
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
ま
で
の
時
期
で
、
低
賃
金
労
働
力
の
受
け
入
れ
が
急

増
し
、
足
り
な
い
労
働
力
を
補
完
す
る
た
め
に
日
系
人
、「
就
学
生
」、「
研
修
生
」
の
在
留
資
格
で
就
労
を
す
る
者
、
韓
国
、
中
国
を
は
じ

（
�
）

め
世
界
各
地
か
ら
な
る
「
未
登
録
外
国
人
」
が
激
増
し
て
い
た
。

第
三
期
で
あ
る
バ
ブ
ル
経
済
後
今
ま
で
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
日
系
人
が
増
加
し
続
け
、
国
際
結
婚
に
よ
る
流
入
以
外
に
お
い
て
は
停
滞

（
�
）

し
て
い
る
と
い
う
。
二
〇
〇
三
年
度
末
現
在
の
外
国
人
登
録
者
の
在
留
資
格
を
見
る
と
在
日
韓
国
・
朝
鮮
籍
が
最
も
多
い
「
特
別
永
住
者
」

は
二
〇
〇
二
年
に
比
べ
二
・
八
％
減
少
し
、
一
九
九
〇
年
入
局
管
理
法
の
改
正
に
よ
り
日
系
人
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
定
住
者
」

（
�
）

の
資
格
は
全
体
の
一
二
・
八
％
を
占
め
二
〇
〇
二
年
よ
り
〇
・
七
％
増
加
し
て
い
る
。「
日
本
人
の
配
偶
者
な
ど
」
も
増
加
し
て
い
る
が
、

特
に
、
一
九
八
六
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
「
日
本
人
の
配
偶
者
な
ど
」
の
推
移
を
二
〇
〇
一
年
の
上
位
三
カ
国
「
ブ
ラ
ジ
ル
」、「
中
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契 約 社 員 型  

日本人の配偶者型 

単 身 就 労 型  

家 族 出 稼 型  

就 学・留 学 型  

定 住 型  

① 

② 

③ ⑤ 

Ⅲ 

④ 

国
」、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
国
籍
（
出
身
地
）
別
で
み
る
と
、「
ブ
ラ
ジ
ル
」
一
二
九
・
七
倍
、「
中
国
」

（
�
）

四
・
一
倍
、「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」
八
・
七
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

（
�
）

ま
た
、
第
三
期
に
当
た
る
時
期
に
お
け
る
浜
松
市
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
関
す
る
研
究
に
よ
る
と
滞
在

期
間
の
長
期
化
、
家
族
構
成
の
変
化
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。
滞
在
期
間
に
関
し
て
は
、
一
九
九
二
年

調
査
に
お
い
て
二
年
未
満
滞
在
が
約
七
四
％
で
あ
っ
た
の
が
、
二
〇
〇
二
年
調
査
で
は
一
〇
年
以
上

滞
在
が
四
一
・
二
％
で
あ
っ
た
。
家
族
構
成
の
場
合
、
一
九
九
二
年
調
査
に
お
い
て
「
単
身
」、「
夫

婦
」
が
合
計
で
五
〇
・
九
％
、「
夫
婦
と
子
ど
も
」
が
一
九
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
調
査
で

は
「
単
身
」、「
夫
婦
」
が
合
計
で
二
二
・
六
％
、「
夫
婦
と
子
ど
も
」
が
六
〇
・
九
％
と
示
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
第
三
期
の
日
系
人
の
場
合
、
家
族
の
呼
び
寄
せ
や
結
婚
、
出
産
に
よ
っ
て
「
日
本
人

の
配
偶
者
な
ど
」
の
資
格
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

以
上
か
ら
概
観
で
き
る
こ
と
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
移
住
し
て
き
た
「
在
日
外
国
人
」
は
、

「
興
行
」
の
ア
ジ
ア
系
女
性
外
国
人
労
働
者
や
低
賃
金
労
働
者
と
し
て
の
ア
ジ
ア
系
、
日
系
人
な
ど

が
多
く
、
日
本
人
と
の
結
婚
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
日
系
人
や
中
国
帰
国
者
の
場
合
、
家
族
呼
び
寄

せ
な
ど
に
よ
り
家
族
の
形
態
を
も
っ
て
「
定
住
化
」
の
過
程
に
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

盪
「
在
日
外
国
人
」
の
「
定
住
化
」

一
九
八
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
「
在
日
外
国
人
」
の
移
住
は
、
単
独
で
の
外
国
人
労
働
者
、
留
学

生
、
就
学
生
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
就
職
、
結
婚
、
子
ど
も
の
出
産
、
本
国
か
ら
の
家
族
の
呼
び
寄
せ

等
に
よ
っ
て
、
日
本
社
会
で
の
滞
在
期
間
が
延
び
、「
定
住
化
」
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
在

図 1 外国人地域住民の諸タイプと移行関係（29）
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日
外
国
人
」
の
滞
在
形
態
を
宮
島
は
六
つ
の
形
態
に
分
類
し
説
明
し
て
い
る
。

図
の
、
▲蟄

▼
、蟄

▼
蠱
は
、
宮
島
の
図
を
元
に
筆
者
が
付
け
加
え
た
も
の
で
、
宮
島
に
よ
る
と
漓
〜
潸
は
そ
れ
ぞ
れ
�
漓
日
系
人
に
お

け
る
家
族
滞
在
が
出
稼
ぎ
型
か
ら
定
住
型
へ
の
シ
フ
ト
、
滷
東
ア
ジ
ア
系
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
就
・
留
学
か
ら
就
職
し
て
契
約
社
員
型
へ
の

移
行
澆
東
南
ア
ジ
ア
女
性
に
多
い
「
興
行
」
で
来
日
し
日
本
人
と
結
婚
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
、
ま
た
は
潺
西
ア
ジ
ア
、
中
東
系
の
よ
う
に
短

期
滞
在
か
ら
の
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
状
態
の
長
期
化
、
潸
ア
ジ
ア
出
身
者
に
増
え
る
で
あ
ろ
う
契
約
社
員
か
ら
長
期
雇
用
へ
の
移
行
�
を
表

す
。
し
か
し
、
澆
の
単
身
就
労
型
か
ら
日
本
人
の
配
偶
者
に
移
行
す
る
ケ
ー
ス
は
、
近
年
に
な
っ
て
家
庭
内
暴
力
な
ど
に
よ
っ
て
離
婚
に
踏

み
切
り
未
登
録
外
国
人
に
戻
っ
た
り
、
離
婚
し
て
も
子
ど
も
の
有
無
や
日
本
に
お
け
る
生
活
基
盤
の
有
無
な
ど
に
よ
っ
て
定
住
の
資
格
を
得

ら
れ
た
り
な
ど
の
変
化
も
近
年
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
在
日
外
国
人
」
女
性
の
「
定
住
化
」
は
、
上
記
の
漓
と
澆
に
多
く
見
ら
れ
、

漓
の
場
合
日
系
人
の
女
性
で
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
ペ
ル
ー
人
や
中
国
帰
国
者
の
家
族
に
多
く
、
澆
は
、「
興
行
」
資
格
で
来
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
女
性
が
日
本
人
男
性
と
知
り
合
っ
て
結
婚
、
離
婚
な
ど
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
相
互
へ
の
シ
フ
ト
で
あ
り
、
蠱
は
、
外
国
人
花
嫁
と
し
て
迎

え
ら
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
韓
国
・
中
国
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
女
性
や
ロ
シ
ア
人
女
性
な
ど
が
そ
れ
に
当
た
る
。

蘯
「
在
日
外
国
人
」
母
親
と
「
定
住
化
」
の
意
味

「
在
日
外
国
人
」
の
「
定
住
化
」
へ
の
シ
フ
ト
か
ら
伺
え
る
こ
と
は
、
家
族
の
形
態
を
持
つ
「
在
日
外
国
人
」
が
増
加
し
、「
出
産
」、「
育

児
」、「
教
育
」
な
ど
と
地
域
社
会
と
の
関
係
が
よ
り
密
接
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
�
）

李
ら
の
全
国
の
福
祉
事
務
所
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
相
談
に
来
る
ケ
ー
ス
の
な
か
で
、
最
も
多
か
っ
た
外
国
人
妊
産
婦
の
在

留
資
格
は
、「
日
本
人
の
配
偶
者
な
ど
」（
五
一
九
人
、
三
五
・
二
％
）
で
あ
り
、
そ
の
次
が
「
留
学
・
就
学
」（
三
七
六
人
二
五
・
五
％
）、

「
永
住
者
」（
一
六
六
人
、
一
一
・
二
％
）
で
、「
日
本
人
の
配
偶
者
な
ど
」
は
一
九
八
八
年
〜
一
九
九
二
年
の
間
五
・
六
倍
も
相
談
ケ
ー
ス

が
増
加
し
、「
留
学
、
就
学
」
は
三
・
一
倍
増
加
し
、「
永
住
者
」
は
そ
れ
ほ
ど
の
増
加
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
外
国
人
の
母
子
保
健
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・
福
祉
上
の
援
助
に
お
け
る
制
度
の
適
用
に
お
い
て
は
、
生
活
保
護
法
に
関
す
る
制
度
適
用
が
最
も
多
か
っ
た
が
五
年
間
（
一
九
八
八
年
〜

一
九
九
二
年
）
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
変
化
の
大
き
か
っ
た
の
は
、
児
童
福
祉
法
の
適
用
で
あ
り
、
五
年
間
（
一
九
八
八
年
〜
一
九

九
二
年
）
の
間
七
・
一
倍
に
急
増
し
て
い
る
。
特
に
「
保
育
所
の
入
所
」、「
助
産
施
設
の
利
用
」
等
の
制
度
利
用
が
著
し
く
増
加
し
て
い

る
。こ

の
調
査
か
ら
は
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
に
よ
る
「
出
産
」、「
育
児
」
が
増
加
し
、
社
会
的
ニ
ー
ド
も
増
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

こ
の
よ
う
な
「
定
住
化
」
の
進
行
は
特
に
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
に
と
っ
て
「
出
産
」「
育
児
」
な
ど
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
と
と
も
に
、
異
文

化
へ
の
適
応
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
の
二
重
の
ス
ト
レ
ス
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

４
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
「
社
会
的
孤
立
」

前
述
し
た
よ
う
に
「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
乳
児
死
亡
率
、
妊
産
婦
死
亡
率
、
死
産
率
は
、
日
本
人
の
母
親
よ
り
約
二
倍
も
高
く
、
ハ
イ

リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
言
葉
の
問
題
が
あ
ろ
う
。
実
際
、
産
科
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
医

師
と
看
護
職
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
へ
の
産
科
医
療
に
お
い
て
多
様
な
問
題
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ

（
�
）

た
。
神
戸
市
の
産
婦
人
科
医
師
と
看
護
職
者
に
対
す
る
調
査
に
よ
る
と
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
母
子
保
健
医
療
に
お
け
る
問
題
点
と
し

て
、
言
葉
の
問
題
（
六
九
・
四
％
）、
経
済
的
問
題
（
三
二
・
六
％
）
サ
ー
ビ
ス
、
法
律
、
制
度
の
問
題
（
一
八
・
八
％
）、
宗
教
や
風
俗
習

慣
の
問
題
（
一
一
・
六
％
）
を
あ
げ
て
お
り
、
看
護
職
者
の
場
合
は
、
上
記
の
四
つ
の
問
題
事
項
は
同
じ
で
あ
る
が
順
番
が
変
わ
り
、
宗
教

・
風
俗
習
慣
の
問
題
が
三
三
・
七
％
と
二
番
目
に
高
か
っ
た
。

そ
し
て
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
場
合
、
出
産
だ
け
で
は
な
く
、
育
児
に
お
い
て
も
日
本
人
の
母
親
よ
り
一
苦
労
が
多
い
。

清
水
の

（
�
）

研
究
に
よ
る
と
、
韓
国
・
中
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
場
合
、
日
本
の
母
親
よ
り
育
児
ス
ト
レ
ス
が
低
い
こ
と
が
み
ら

日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性
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れ
た
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
母
親
の
場
合
、
帰
国
後
の
不
安
や
こ
ど
も
へ
の
差
別
を
感
じ
て
辛
い
な
ど
異
文
化
特
有
の
ス
ト
レ
ス
が
高

く
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
韓
国
人
の
母
親
は
、
帰
国
後
の
不
安
や
日
本
の
文
化
に
適
応
で
き
ず
子
育
て
で
困
る
こ
と
が
あ
る
と
答
え
た
人
が

多
く
、
中
国
人
の
母
親
の
場
合
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
へ
の
大
変
さ
と
、
こ
ど
も
へ
の
差
別
を
感
じ
辛
い
と
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。
育

児
の
相
談
相
手
に
お
い
て
は
、
日
本
人
の
母
親
は
、
夫
（
五
一
・
四
％
）、
友
達
（
五
〇
％
）、
自
分
の
母
（
四
二
・
三
％
）
な
ど
と
幅
広
く

表
れ
て
い
る
反
面
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
場
合
、
夫
（
八
七
・
九
％
）、
友
達
（
四
八
・
五
％
）、
親
戚
（
一
八
・
二
％
）
な
ど
夫
へ
の

依
存
が
高
く
、
近
年
増
え
て
き
て
い
る
外
国
人
妻
へ
の
家
庭
内
暴
力
の
可
能
性
と
の
関
連
を
示
唆
す
る
。
実
際
、「
在
日
外
国
人
」
女
性
の

（
�
）

駆
け
込
み
寺
と
な
る
シ
ェ
ル
タ
ー
で
の
報
告
に
よ
る
と
、
家
庭
内
暴
力
や
離
婚
の
問
題
状
況
と
し
て
、
漓
言
葉
と
生
活
文
化
の
問
題
、
滷
気

軽
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
こ
と
、
澆
行
政
に
お
け
る
外
国
人
に
対
す
る
偏
見
、
潺
逃
げ
ら
れ
る
場
所
が
な
い
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
調
査
か
ら
、
異
文
化
を
持
つ
「
在
日
外
国
人
」
の
母
親
は
、
日
本
人
の
母
親
よ
り
孤
立
し
や
す
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
ス
ト
レ
ス
時
の
対
処
法
と
し
て
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
母
親
の
場
合
、「
あ
き
ら
め
た
り
我
慢
す
る
」、
韓
国
人
や
中

国
人
母
親
の
場
合
、「
気
持
ち
や
見
方
を
変
え
る
」、「
人
の
助
け
を
う
る
」
な
ど
を
最
も
多
く
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
対
し
て
、
清
水

（
�
）

は
、
異
国
で
の
ス
ト
レ
ス
に
対
し
、
自
分
が
変
化
し
働
き
か
け
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
と
し
て
い
る
。
木
村
の

調
査
に
よ
る
と
、「
在
日
外
国
人
」
女
性
（
既
婚
六
九
・
二
％
、
子
供
あ
る
（
本
国
に
子
供
が
い
る
場
合
も
含
め
て
）
七
〇
・
七
％
）
の
日

本
で
の
ス
ト
レ
ス
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
、「
本
国
に
い
る
家
族
、
親
族
、
友
人
に
会
え
ず
寂
し
い
」
で
あ
り
、
次
に
、「
日
本
の
医
療
制
度

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
病
気
に
な
る
と
心
配
」、「
外
国
人
な
ど
で
問
題
が
起
こ
っ
た
時
に
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
心
配
」
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
木
村
は
、
異
文
化
の
中
で
経
験
す
る
ス
ト
レ
ス
は
必
ず
し
も
否
定
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
と
は
限
ら
ず
、「
自
分
の
中
に

（
�
）

生
ま
れ
た
積
極
性
を
発
見
し
た
」
と
の
肯
定
的
事
例
も
紹
介
し
て
い
る
。

上
記
の
三
つ
の
調
査
を
概
観
し
て
み
る
と
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
は
、
日
本
人
の
母
親
よ
り
、
漓
出
産
に
お
い
て
、
言
語
、
経
済
、
制

度
・
サ
ー
ビ
ス
、
文
化
な
ど
多
様
な
問
題
状
況
に
あ
る
場
合
が
多
い
、
滷
夫
へ
の
依
存
が
高
く
、
家
族
、
地
域
社
会
、
人
間
関
係
か
ら
孤
立
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福
祉
実
践
の
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し
や
い
澆
日
本
人
の
母
親
と
同
じ
よ
う
な
育
児
ス
ト
レ
ス
に
加
え
て
異
文
化
特
有
の
ス
ト
レ
ス
も
高
い
、
潺
ス
ト
レ
ス
を
我
慢
す
る
か
、
積

極
的
に
見
方
を
変
え
た
り
、
人
の
助
け
を
呼
ぶ
な
ど
、
対
応
の
両
極
端
が
み
ら
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
外
国
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
論
文
の
中
で
、
外
国
人
の
場
合
、
重
篤
な
精
神
状
態
に
な
っ
て
初
め
て
医
療
に
か
か

（
�
）

っ
た
り
す
る
場
合
が
多
く
、
問
題
状
況
が
文
化
、
地
域
、
経
済
な
ど
複
雑
で
特
殊
で
あ
る
た
め
、
多
方
面
に
渡
る
配
慮
を
想
定
し
た
対
応
策

（
�
）

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
在
日
外
国
人
」
に
と
っ
て
異
文
化
で
の
ス
ト
レ
ス
は
、
多
様
な
面
持
ち
を
持
つ
と
と
も

に
、
見
え
に
く
い
と
い
う
性
質
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

武
田
は
、「
在
日
外
国
人
」
に
よ
っ
て
地
域
社
会
が
国
際
化
し
、
そ
の
中
に
は
政
治
、
教
育
、
医
療
、
労
働
、
住
居
、
近
隣
関
係
な
ど

（
�
）

様
々
な
課
題
が
生
ま
れ
、
そ
れ
を
集
約
す
る
と
「
こ
と
ば
の
壁
」、「
制
度
の
壁
」、「
こ
こ
ろ
の
壁
」
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

上
記
の
「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
問
題
状
況
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
漓
出
産
に
お
け
る
様
々
な
問
題
状
況
に
は
言
語
や
経
済
、
制

度
、
文
化
の
問
題
が
あ
り
、「
こ
と
ば
の
壁
」、「
制
度
の
壁
」
に
よ
る
関
係
性
を
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
澆
異
文
化
特
有
の
ス
ト
レ
ス
に

は
、
こ
ど
も
へ
の
差
別
を
感
じ
て
辛
い
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
、「
こ
こ
ろ
の
壁
」
に
相
当
す
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
三
つ
の
枠
組

に
は
入
り
き
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
漓
に
お
け
る
文
化
摩
擦
の
問
題
、
滷
社
会
的
孤
立
、
澆
高
い
異
文
化
ス
ト
レ
ス
、
潺
ス
ト
レ
ス
解
消
方

法
に
お
け
る
異
文
化
特
有
の
対
応
な
ど
、「
文
化
の
壁
」
と
も
い
う
べ
き
も
う
一
つ
の
壁
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
「
文
化

的
壁
」
に
よ
っ
て
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
は
、
家
族
、
社
会
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
や
す
い
存
在
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。

５
、
社
会
福
祉
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
支
援
の
方
向
性

前
述
の
よ
う
に
「
社
会
的
孤
立
」
の
現
状
が
著
し
い
「
在
日
外
国
人
」
母
親
に
は
、
日
本
で
の
生
活
を
営
む
上
で
生
ま
れ
て
く
る
「
在
日

日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性
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外
国
人
」
と
し
て
の
「
社
会
的
孤
立
」
の
状
態
を
歴
史
的
に
認
識
し
、
か
つ
、
多
様
な
問
題
状
況
へ
の
配
慮
を
も
っ
た
生
活
支
援
が
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
を
「
○
○
○
人
」
と
い
う
枠
組
み
で
は
な
く
、「
在
日
」
と
し
て
の
歴
史
、
過
程
、

現
在
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
捉
え
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。「
欧
米
や
南
米
か
ら
の
女
性
は
非
常
に
権
利
意
識
が
高
く
要
望
を
出
張
す

る
の
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア
出
身
の
女
性
は
自
分
の
希
望
を
ケ
ア
す
る
側
に
訴
え
る
こ
と
は
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
前
者
は
医
療
者
側
に

と
っ
て
対
応
し
に
く
い
が
、
後
者
は
出
血
や
腹
部
緊
満
な
ど
が
あ
っ
て
も
医
療
機
関
を
受
信
せ
ず
我
慢
し
て
結
局
流
早
産
に
な
っ
て
し
ま
う

（
�
）

こ
と
も
あ
る
。」
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
し
か
し
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
応
を
み
る
と
南
米
系
に
当
た
る
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
母
親
は
「
あ
き
ら
め
た
り
我
慢
す
る
」
と
答
え
た
人
が
最
も
多
か
っ
た
反
面
、
ア
ジ
ア
出
身
に
あ
た
る
韓
国
人
や
中
国
人
母
親
の
場
合
、

（
�
）

「
気
持
ち
や
見
方
を
変
え
る
」、「
人
の
助
け
を
う
る
」
と
答
え
た
人
が
最
も
多
か
っ
た
と
い
る
。
平
田
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て

も
、
戦
後
移
民
の
高
齢
者
に
対
し
て
は
、
家
族
中
心
の
伝
統
が
あ
り
家
族
内
の
ケ
ア
ー
や
大
家
族
で
の
生
活
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

実
際
の
調
査
に
よ
っ
て
、
単
身
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、
ケ
ア
ー
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、
施
設
の
食
事
文
化
の
違
い
や
人
種
差
別
的
嫌
が
ら
せ

（
�
）

の
存
在
な
ど
か
ら
実
質
的
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
色
々
な
例
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
在
日

外
国
人
」
母
親
へ
の
支
援
に
は
、
ま
ず
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
へ
の
先
入
観
そ
の
も
の
に
対
す
る
自
己
覚
知
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
と
で
あ
る
。

「
在
日
外
国
人
」
へ
の
支
援
は
主
に
、
民
間
団
体
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
）、
第
三
セ
ク
タ
ー
に
当
た
る
国
際
交
流
協
会
、
地
方
自
治
体

な
ど
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
寺
田
に
よ
る
と
、
地
方
自
治
体
は
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
中
央
政
府
の
施
策
を
時
に
は
越
え
た
り
、
新
た
な

施
策
を
講
じ
た
り
、
通
報
義
務
の
緩
和
な
ど
人
道
的
は
配
慮
に
積
極
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
が
、
未
登
録
外
国
人
に
対
し
て
は
法
的
限
界

が
あ
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
地
方
行
政
か
ら
の
基
金
・
補
助
金
を
財
政
基
盤
と
し
、
従
事
す
る
人
も
地
方
行
政
か
ら
出
向
が
多
く
、
地
方

（
�
）

行
政
機
関
が
持
つ
限
界
を
共
通
に
持
ち
、
親
身
で
木
目
の
細
か
な
対
応
を
し
て
い
る
民
間
支
援
団
体
の
活
動
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
民
間

団
体
の
相
談
内
容
を
見
る
と
、
高
い
順
に
、
入
管
手
続
き
、
労
働
関
係
、
医
療
、
結
婚
、
離
婚
、
住
居
、
子
供
、
社
会
保
障
に
並
べ
ら
れ
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本
の
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域
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に
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と
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福
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実
践
の
方
向
性



（
�
）
る
。
当
面
の
問
題
解
決
な
ど
緊
急
性
を
要
す
る
対
応
の
様
子
が
伺
わ
れ
、
民
間
団
体
の
設
立
動
機
で
あ
る
「
人
権
問
題
へ
の
関
心
」、「
外
国

人
か
ら
の
相
談
」、「
外
国
人
問
題
へ
の
関
心
」
な
ど
と
の
深
い
関
連
性
が
伺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
活
動
以
外
に
も
、「
在
日
外

国
人
」
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
っ
た
り
、
地
域
社
会
開
発
な
ど
の
緻
密
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
も
あ
る
。

そ
し
て
、
木
村
は
、
こ
の
よ
う
な
民
間
団
体
の
支
援
活
動
を
み
る
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
技
術
と
重
複
す
る
部
分
が
多
い
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
対
人
援
助
技
術
の
ミ
ク
ロ
か
ら
諸
外
国
の
団
体
と
の
連
携
と
い
う
マ
ク
ロ
ま
で
幅
広
く
援
助
、
支
援
、
権
利
擁
護
の
活
動
が
展

（
�
）

開
さ
れ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
木
目
細
か
く
、
幅
広
く
「
在
日
外
国
人
」
へ
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
反
面
、「
専
門
家
」
の
養
成
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
木
村
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
中
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
等
、
援
助
技
術
の
専
門
的
訓
練
を
受
け
て
い

（
�
）

る
人
は
限
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
国
際
交
流
協
会
に
お
い
て
も
、
限
ら
れ
た
言
語
に
よ
る
相
談
で
あ
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
足
り

（
�
）

ず
充
分
な
対
応
が
で
き
な
か
っ
た
り
と
い
う
人
材
不
足
で
あ
る
と
武
田
は
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
社
会
福
祉
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
へ
の
支
援
へ
の
方
向
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、「
在
日
外
国
人
」

の
現
状
と
各
支
援
団
体
や
地
域
社
会
を
結
ぶ
調
整
者
と
し
て
の
役
割
で
あ
る
。
こ
の
調
整
者
と
し
て
最
も
注
目
で
き
る
の
が
、
地
域
福
祉
の

実
現
を
目
標
に
地
域
に
拠
点
を
お
い
て
調
査
・
研
究
・
実
践
を
行
っ
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
在
日
外
国
人
」
支
援

と
の
関
係
に
お
け
る
具
体
的
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、
漓
「
在
日
外
国
人
」
の
地
域
に
お
け
る
居
住
の
歴
史
や
実
態
な
ど
の
調
査
・
研
究
を

通
し
て
「
在
日
外
国
人
」
の
多
様
な
問
題
状
況
を
社
会
的
に
喚
起
さ
せ
る
と
と
も
に
、
支
援
団
体
へ
の
情
報
提
供
や
行
政
へ
の
提
言
を
行

い
、
滷
「
在
日
外
国
人
」
の
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
、
澆
「
在
日
外
国
人
」
に
対
し
繊
細
で
配
慮
の
あ
る
支
援
が
で
き
る
人
材
育
成
や
支
援
者

本
人
に
お
け
る
偏
見
や
差
別
へ
の
自
己
覚
知
を
促
す
再
教
育
、
潺
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
へ
の
差
別
、
偏
見
を
な
く
す
啓
蒙

活
動
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
社
会
的
孤
立
を
無
く
し
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
実
践
例
へ
の
実
証
研
究
を
通
し

日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性

―１２０―



て
、
日
本
に
お
け
る
国
際
社
会
福
祉
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

注（
１
）
法
務
省
入
国
管
理
局http

://m
oj.go.jp/

か
ら
。

（
２
）
超
過
滞
在
外
国
人
に
つ
い
て
の
算
出
は
外
国
人
が
提
出
す
る
入
国
記
録
、
出
国
記
録
を
処
理
し
得
ら
れ
た
数
で
あ
る
が
、
突
き
合
わ
せ
処
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
等
様
々
な
誤
差
要
因
が
あ
る
と
い
う
。

駒
井
洋
、『
日
本
の
外
国
人
移
民
』
明
石
書
店
、
一
九
九
九
年
、
三
二
頁
。

（
３
）
李
節
子
、「
在
日
外
国
人
の
人
口
統
計
・
母
子
保
健
統
計
に
関
す
る
研
究
―
日
本
に
お
け
る
外
国
人
人
口
と
結
婚
・
出
生
の
動
向
」『
平
成
１４
年
度

厚
生
科
学
研
究
費
補
助
金
子
ど
も
家
庭
総
合
研
究
事
業
「
他
民
族
文
化
社
会
に
お
け
る
母
子
の
健
康
に
関
す
る
研
究
」』、
一
二
五
頁
。

（
４
）
例
と
し
て
、
・
原
口
眞
紀
子
、
栗
原
か
お
る
、
久
保
治
美
、「
道
北
地
域
に
お
け
る
外
国
人
既
婚
女
性
の
実
態
調
査
」、『
旭
川
医
科
大
学
研
究
フ
ォ

ー
ラ
ム
３
（
１
）』、
二
〇
〇
二
年
、
七
六
〜
八
一
頁
。
・
松
尾
博
哉
、「
研
究

在
日
外
国
人
母
子
保
健
医
療
の
現
状
と
課
題
―
神
戸
市
内
産
科
医

療
従
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
―
」、『
周
産
期
医
学
』、V

ol.
34,

N
o.2

2004−
2

、
二
六
一
〜
二
六
四
頁
。

（
５
）
そ
の
例
と
し
て
は
、
・
李
節
子
、
日
暮
眞
、「
全
国
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
在
日
外
国
人
妊
産
婦
お
よ
び
児
童
の
実
態
調
査
―
外
国
人
相
談
ケ
ー
ス

の
対
応
状
況
―
」、『
日
本
公
衛
誌
』、
第
四
三
巻
第
六
号
、
四
八
六
〜
四
九
六
頁
。
・
李
節
子
、
日
暮
眞
、「
オ
ー
バ
ー
ス
テ
イ
外
国
人
妊
産
婦
お

よ
び
児
童
の
母
子
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
研
究
―
全
国
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
実
態
調
査
結
果
の
分
析
に
よ
り
―
」、『
日
本
公
衛
誌
』、
第
四
三
巻

第
四
号
、
三
一
五
〜
三
二
四
頁
。
・
中
村
安
秀
、「
総
論

外
国
人
の
健
康
と
保
健
医
療
問
題
」、『
月
刊
地
域
保
健
』、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
五

〜
一
五
頁
。

（
６
）
そ
の
例
と
し
て
は
、
・
石
河
久
美
子
、「
異
文
化
の
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
へ
の
対
人
援
助
―
在
日
外
国
人
妻
の
問
題
を
中
心
に
し
て
―
」、『
日
本
社
会
福

祉
実
践
理
論
学
会
研
究
紀
要
』、
第
五
号
、
一
九
九
六
年
一
〇
月
、
三
四
〜
四
二
頁
、
伊
藤
正
子
、「「
多
文
化
志
向
型
」
社
会
福
祉
援
助
に
関
す
る

一
考
察
―
エ
ス
ニ
ッ
ク
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
外
国
人
医
療
福
祉
実
践
に
適
用
し
て
」、『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』、V

ol.
37

（2000

）、
・
佐
藤
順
子
、「
在
住
外
国
人
の
社
会
的
排
除
の
一
側
面
と
社
会
福
祉
の
対
象
―
浜
松
市
に
在
住
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
中
心
に
―
」、『
同

志
社
社
会
福
祉
学
』、
第
一
七
号
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
。

（
７
）
例
え
ば
、
・
奥
田
道
大
、「
来
日
一
〇
年
目
を
迎
え
た
ア
ジ
ア
系
外
国
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
―
「
ア
ジ
ア
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
新
宿
・
池
袋

調
査
、1988−

1999

」
の
諸
成
果
か
ら
―
」、『
都
市
問
題
』、
九
二
（
四
）、
二
〇
〇
一
年
四
月
、
九
五
〜
一
二
〇
頁
。
・
李
仁
夏
、「
外
国
人
市
民
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日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性



と
の
共
生
の
街
づ
く
り
―
川
崎
市
外
国
人
市
民
代
表
者
会
議
の
設
置
経
緯
と
そ
の
意
義
」、『
中
央
大
学
政
策
文
化
総
合
研
究
所
年
報
』、
４
、
二
〇

〇
〇
年
、
一
三
九
〜
一
四
九
頁
。

（
８
）
総
務
庁
行
政
監
察
局
、『
国
際
化
時
代
外
国
人
を
め
ぐ
る
行
政
の
現
状
と
課
題
』
な
ど
、

（
９
）
寺
田
貴
美
代
、『
共
生
社
会
と
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
支
援
―
日
本
人
ム
ス
リ
マ
の
社
会
的
対
応
か
ら
―
』、
東
信
堂
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
六
一

頁
。

（
１０
）
李
節
子
、
日
暮
眞
、「
全
国
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
在
日
外
国
人
妊
産
婦
お
よ
び
児
童
の
実
態
調
査
―
外
国
人
相
談
ケ
ー
ス
の
対
応
状
況
―
」、『
日

本
公
衛
誌
』、
第
四
三
巻

第
六
号
、
四
八
六
頁
。

（
１１
）
駒
井
洋
、
前
掲
書
、
二
五
頁
。

（
１２
）
駒
井
は
、
在
留
資
格
は
な
い
が
外
国
人
登
録
を
行
っ
た
外
国
人
の
こ
と
を
「
未
取
得
者
」
と
表
し
て
い
る
。
前
掲
書
、
三
四
頁
。

（
１３
）
梓
澤
和
幸
、『
在
日
外
国
人
―
弁
護
の
現
場
か
ら
―
』、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
五
〜
一
七
頁
。

（
１４
）
梓
澤
和
幸
、
前
掲
書
、
一
一
頁
。

（
１５
）
田
中
は
一
九
五
二
年
四
月
二
八
日
発
効
の
平
和
条
約
に
よ
っ
て
「
日
本
人
」
か
ら
「
外
国
人
」
に
な
っ
た
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
問
題
は
日
本
自

身
の
問
題
と
し
て
考
え
る
べ
く
、「
外
国
人
」
で
あ
る
が
、
入
国
管
理
法
な
ど
様
々
な
法
律
の
適
用
に
お
い
て
「
特
例
」
が
必
要
で
あ
る
と
論
じ
て

い
る
。

田
中
宏
、『
在
日
外
国
人
新
版
―
法
の
壁
、
心
の
溝
―
』、
岩
波
新
書
、
一
九
九
五
年
、
五
四
〜
七
六
頁
。

（
１６
）
田
中
宏
、
前
掲
書
、
五
二
頁
。

（
１７
）
奥
田
ら
は
、
一
九
八
八
年
か
ら
新
宿
・
池
袋
に
お
け
る
ア
ジ
ア
系
外
国
人
に
対
し
て
面
接
調
査
を
重
ね
て
一
〇
年
目
の
一
九
九
八
年
の
調
査
を
概

観
す
る
と
、
地
域
に
お
け
る
「
ニ
ュ
ー
カ
マ
」
の
生
活
実
態
、
生
き
方
、
価
値
観
な
ど
少
し
ず
つ
変
貌
し
て
お
り
、
一
九
八
八
年
来
日
の
「
ニ
ュ

ー
カ
マ
ー
ズ
」
か
ら
見
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
代
後
期
に
来
日
し
た
外
国
人
は
最
新
の
到
着
者
、「
ニ
ュ
ー
・
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
ズ
」
に
な
る
と
い
う
。

奥
田
道
大
、
鈴
木
久
美
子
、「
来
日
１０
年
目
を
迎
え
た
ア
ジ
ア
系
外
国
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
―
「
ア
ジ
ア
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
新
宿
・
池
袋

調
査
、1988−

1998

」
の
諸
成
果
か
ら
―
」、『
都
市
問
題
』
第
九
二
巻
第
四
号
二
〇
〇
一
年
四
月
号
、
九
八
頁
。

（
１８
）
ロ
バ
ー
ト
・
ピ
ン
カ
ー
著

星
野
政
明
他
一
訳
『
社
会
福
祉
三
つ
の
モ
デ
ル
』、
黎
明
書
房
、
二
八
二
頁
。

（
１９
）
「
全
国
初
大
阪
府
が
在
日
外
国
人
高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
を
調
査
」、『Sai

』V
ol.
23,

1997
Sum

m
er

、
二
二
〜
二
五
頁
。

（
２０
）
奥
田
道
大
ら
、
前
掲
書
、
一
一
〇
〜
一
一
二
頁
。

日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性

―１２２―



（
２１
）
「
在
日
」
と
い
う
言
葉
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
が
独
特
の
「
在
日
」
文
化
を
継
承
し
て
い
る
韓
国
人
・
朝
鮮
人
の
こ
と
を
い
う
。

（
２２
）
駒
井
洋
、
前
掲
書
、
二
一
頁
。

（
２３
）
駒
井
洋
、
前
掲
書
、
二
八
頁
。

（
２４
）
駒
井
洋
、
前
掲
書
、
二
九
〜
三
〇
頁
。

（
２５
）
駒
井
洋
、
前
掲
書
、
三
一
頁
。

（
２６
）
法
務
省
入
国
管
理
局http

://m
oj.go.jp/

か
ら
。

（
２７
）
李
節
子
、「
在
日
外
国
人
の
人
口
統
計
・
母
子
保
健
統
計
に
関
す
る
研
究
―
日
本
に
お
け
る
外
国
人
人
口
と
結
婚
・
出
生
の
動
向
」、『
平
成
１４
年
度

厚
生
科
学
研
究
費
補
助
金
子
ど
も
家
庭
総
合
研
究
事
業
「
他
民
族
文
化
社
会
に
お
け
る
母
子
の
健
康
に
関
す
る
研
究
」』、
一
二
五
頁
。

（
２８
）
佐
藤
順
子
、「
在
住
外
国
人
の
社
会
的
排
除
の
一
側
面
と
社
会
福
祉
の
対
象
―
浜
松
市
に
在
住
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
中
心
に
―
」、『
同
志
社
社
会
福

祉
学
』、
第
一
七
号
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
、
七
二
頁
。

（
２９
）
宮
島
喬
、「
序
章

外
国
人
労
働
者
か
ら
市
民
へ
―
滞
在
の
長
期
化
と
中
期
的
施
策
の
必
要
―
」、
宮
島
喬
、
梶
田
孝
道
編
『
外
国
人
労
働
者
か
ら

市
民
へ
―
地
域
社
会
の
視
点
と
課
題
か
ら
―
』、
有
斐
閣
、
一
九
九
六
年
。
七
頁
の
図
を
参
考
に
作
成
し
た
も
の
。

（
３０
）
李
節
子
、
日
暮
眞
「
全
国
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
在
日
外
国
人
妊
産
婦
お
よ
び
児
童
の
実
態
調
査
―
外
国
人
相
談
ケ
ー
ス
の
対
応
状
況
―
」、『
日

本
公
衛
誌
』
第
四
三
巻
第
六
号
、
一
九
九
六
年
六
月
、
四
九
三
頁
。

（
３１
）
松
尾
博
哉
、「
研
究

在
日
外
国
人
母
子
保
健
医
療
の
現
状
と
課
題
―
神
戸
市
内
産
科
医
療
従
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
―
」、『
周
産
期
医

学
』、V

ol.
34,

N
o.
2
2004−

2

、
二
六
一
〜
二
六
四
頁
。

（
３２
）
清
水
嘉
子
、「
在
日
韓
国
・
中
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
母
親
の
育
児
ス
ト
レ
ス
―
日
本
の
母
親
と
の
比
較
か
ら
―
」、『
母
性
衛
生
』、
第
四
三
巻
四

号
。

（
３３
）
花
崎
み
さ
を
、「
在
日
外
国
人
女
性
へ
の
生
活
救
護
の
現
状
と
課
題
」、『
社
会
福
祉
研
究
』、
第
八
八
号
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
。

（
３４
）
清
水
嘉
子
、「
在
日
韓
国
・
中
国
・
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
母
親
の
育
児
ス
ト
レ
ス
―
日
本
の
母
親
と
の
比
較
か
ら
―
」、『
母
性
衛
生
』、
第
四
三
巻
第
四

号
、
二
〇
〇
二
年
。

（
３５
）
女
性
移
住
労
働
者
リ
サ
ー
チ
＆
ア
ク
シ
ョ
ン
、『
滞
日
外
国
人
女
性
の
定
住
化
の
実
態
と
社
会
的
支
援
の
模
索
―
多
文
化
共
生
に
伴
う
生
活
問
題
と

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
―
』
一
九
九
七
年
、
一
六
頁
。

（
３６
）
そ
の
た
め
、
外
国
人
が
気
軽
に
か
か
れ
る
病
院
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
施
設
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
梅
津
寛
、「
外
国
人
を
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日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性



対
象
と
し
た
精
神
科
救
急
医
療
の
現
場
か
ら
」、『
多
文
化
間
精
神
医
学
の
潮
流
』、
診
療
新
社
、
二
二
六
頁
。

（
３７
）
大
西
守
、「
在
日
外
国
人
の
メ
ン
タ
ル
へ
ル
ス
」、『
多
文
化
間
精
神
医
学
の
潮
流
』、
診
療
新
社
、
二
〇
三
〜
二
〇
七
頁
。

（
３８
）
武
田
丈
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
の
参
加
型
リ
サ
ー
チ
の
可
能
性
―
滞
日
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
抱
え
る
問
題
と
そ
の

支
援
方
法
」、『
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
』、
第
九
六
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
。

（
３９
）
松
尾
博
哉
、「
研
究

在
日
外
国
人
母
子
保
健
医
療
の
現
状
と
課
題
―
神
戸
市
内
産
科
医
療
従
事
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
―
」、『
周
産
期
医

学
』、V

ol.
34,

N
o.
2
2004−

2

、
二
六
四
頁
。

（
４０
）
前
述
の
（
６
）「
在
日
外
国
人
」
母
親
の
「
社
会
的
孤
立
」
の
内
容
参
照
。

（
４１
）
平
田
雅
博
、「
高
齢
化
す
る
イ
ギ
リ
ス
戦
後
移
民
の
福
祉
」、『
日
本
の
福
祉
』
に
詳
し
い
。

（
４２
）
寺
田
篤
弘
、「
在
日
外
国
人
に
対
す
る
支
援
団
体
の
動
向
」、『
日
本
大
学
国
際
関
係
学
部
』、
二
〇
〇
二
年
、
一
〇
九
〜
一
二
〇
頁
。

（
４３
）
寺
田
篤
弘
、
前
掲
書
、
一
一
五
頁
。

（
４４
）
木
村
真
理
子
、「
日
本
で
働
く
外
国
人
家
政
婦
の
生
活
と
社
会
的
支
援
―
実
態
調
査
結
果
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
課
題
」、『
基
督
教
社
会
福
祉
学

研
究
』
第
二
八
号
、
三
七
頁
。

（
４５
）
武
田
丈
、
前
掲
書
、
三
七
頁
。

（
４６
）
武
田
丈
、
前
掲
書
、
二
二
六
〜
二
二
七
頁
。

日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
「
在
日
外
国
人
」
の
現
状
と
社
会
福
祉
実
践
の
方
向
性
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